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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス・ローカル・リンク（３０）を介して一つのモバイル機器（１）と通信して
いる少なくとも一つの通信体（２）に、ＳＩＭカード（１０）から情報の少なくとも一部
を安全に複製するための方法であって、該方法が、無線電話網（３００）および／または
ワイヤレス・ローカル・リンク（３０）を介して互いに接続されている、モバイル機器（
１）と、少なくとも一つの事業者用機器（３）、および、少なくとも一つの通信体（２）
によって実施されることと、該方法が、
－モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４０）を行い、そして、通信体
（２）の記憶手段（２２）に記憶されているＩＭＥＩシリアル・ナンバー（２０）を、通
信体（２）の処理手段（２１）によって、暗号化した形（２０１）でモバイル機器（１）
の処理手段（１１）に送信する（４５）過程と、
－モバイル機器（１）によって通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）を受信し、そして、少な
くとも一つの事業者用機器（３）の処理手段（３１）に、モバイル機器（１）の処理手段
（１１）によって、モバイル機器（１）のＳＩＭカード（１０）に関連づけられたテンプ
レートＩＭＳＩ（１０１）をクローン化するリクエスト（４６）を送信し、該リクエスト
は、データ（１０４）が割り当てられるようになっている通信体（２）のＩＭＥＩ（２０
）を暗号化された形（２０１）で伴っている過程と、
－クローン化リクエスト（４６）を事業者用機器（３）の処理手段（３１）によって受信
し、該処理手段が、事業者用機器（３）の記憶手段（３２）を照会することで、受信した



(2) JP 4644038 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

テンプレートＩＭＳＩ（１０１）の認証（４７）と通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）の認
証（４８）を実行する過程、
を含んでいることを特徴とする方法。
【請求項２】
　モバイル機器（１）のテンプレートＩＭＳＩ（１０１）を認証し（４７）、通信体（２
）の暗号化されたＩＭＥＩ（２０）を認証する（４８）過程の後、ＩＭＳＩ（１０１）と
ＩＭＥＩ（２０）の中で少なくとも一つの識別子が認証されなければ、事業者用機器（３
）の処理手段（３１）が、モバイル機器（１）の処理手段（１１）にクローン化を拒絶す
るメッセージを送信する過程を実行し、該処理手段がそれから、登録済加入者に、モバイ
ル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別過程（４０）に戻ることを指示することを
特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　モバイル機器（１）のテンプレートＩＭＳＩ（１０１）を認証し（４７）、通信体（２
）の暗号化されたＩＭＥＩ（２０）を認証する（４８）過程の後、ＩＭＳＩ（１０１）と
ＩＭＥＩ（２０）が両方とも認証されると、
－事業者用機器（３）の記憶手段（３２）において、通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）と
モバイル機器（１）のＳＩＭカード（１０）に対応するテンプレートＩＭＳＩ（１０１）
とが関連づけられたＩＭＳＩクローン（１０３）を生成（５０）し、そしてモバイル機器
（１）に、通信体（２）の記憶手段（２２）にそのＳＩＭカードからのデータ（１０４）
をコピーする許可（５１）を送信する過程と、
－モバイル機器（１）によってデータをコピーする許可（５１）を受信し、そして、ＳＩ
Ｍカード（１０）からのデータ（１０４）を、モバイル機器（１）の処理手段（１１）に
より、通信体（２）の処理手段（２１）にコピー（５２）して送信（５３）する過程と、
－通信体（２）の処理手段（２１）によってＳＩＭカード（１０）からのデータ（１０４
）を受信し、そして、それらのデータ（１０４）を通信体（２）の記憶手段（２２）に記
録する（５４）過程、
にしたがって続行されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　事業者から同意を得るための予備過程を含んでおり、該過程が、少なくとも一つの事業
者用機器の記憶手段（３２）に、一方では、加入者の登録情報への割当てを待機している
複数の仮想ＩＭＳＩ（１０２）を、他方では、通信体の製造者によって届け出られ、事業
者によって認可された通信体（２）に対応する複数のＩＭＥＩシリアル・ナンバー（２０
）と、届け出られたすべての通信体に共通の復号化鍵（２０１’）とを記録することから
なり、通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）を認証する過程（４８）が、記憶された復号化鍵
（２０１’）を用いて受信したＩＭＥＩ（２０）を復号化し、それを事業者用機器（３）
の記憶手段（３２）に記憶された複数のＩＭＥＩ（２０）と比較することからなり、通信
体（２）のＩＭＥＩ（２０）とテンプレートＩＭＳＩ（１０１）が関連づけられたＩＭＳ
Ｉクローン（１０３）を生成する過程（５０）が、認証センター（３２１）を照会するこ
とでテンプレートＩＭＳＩ（１０１）を認証（４７）した後、クローン化が許可されたか
どうかを判断するために、テンプレートＩＭＳＩ（１０１）と関連づけられた登録プロフ
ィール（１０１’）を確認（４９）することからなり、そのとき必要であれば、事業者用
機器（３）の記憶手段（３２）に登録済加入者のテンプレートＩＭＳＩ（１０１）のクロ
ーン（１０３）として仮想ＩＭＳＩ（１０２）のうちの一つを割り当て（５０）、認証さ
れた通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）をクローン（１０３）となっているこの仮想ＩＭＳ
Ｉと関連づけるようになっていることを特徴とする、請求項１～請求項３のいずれか一つ
に記載の方法。
【請求項５】
　方法の少なくともいくつかの過程が、モバイル機器（１）と通信体（２）の中にある入
力および表示手段（１３、２３）を用いて、登録済加入者によって制御することができ、
該入力手段および表示手段が、登録済加入者に、モバイル機器（１）と通信体（２）の処
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理手段（１１、２１）で実行されるソフトウェア・アプリケーション（１１０、２１０）
との双方向性を与えることで、それらの相互運用性を実現するようになっていることを特
徴とする、請求項１～請求項４のいずれか一つに記載の方法。
【請求項６】
　モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４０）過程が、ワイヤレス・ロ
ーカル・リンク（３０）・モジュール（１４、２４）を装備した装置間の検出プロトコル
に基づいており、該過程が、スレーブ・モジュール（２４）を探してマスター・モジュー
ル（１４）の有効エリアをスキャンすることからなり、それぞれスレーブ・モード（２４
）とマスター・モード（１４）である、それぞれのワイヤレス・ローカル・リンク・モジ
ュール（３０）によって、モバイル機器（１）が通信体（２）を検出する結果となり、こ
の検出（４０）の後、モバイル機器（１）によって通信体（２）に、登録済加入者のもの
である可能性があるＩＭＳＩに対する、通信体（２）の割当て状況についてのレポート・
リクエスト（４１）が送信されることを特徴とする、請求項１～請求項５のいずれか一つ
に記載の方法。
【請求項７】
　モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４０）過程の後、通信体（２）
がＩＭＳＩクローン（１０３）に割り当てられており、該クローンがモバイル機器（１）
に記憶されたテンプレートＩＭＳＩ（１０１）に対応していない場合には、モバイル機器
（１）のソフトウェア・アプリケーション（１１０）がモバイル機器（１）と通信体（２
）との間の相互識別（４０）過程に戻ることを指示することで、前もって通信体（２）が
割り当てられている登録済加入者のテンプレート１ＭＳＩ（１０１）に対応しないモバイ
ル機器（１）が、この割当てにおいてどのような変更を行うことも妨げるようになってい
ることを特徴とする、請求項１～請求項６のいずれか一つに記載の方法。
【請求項８】
　モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４０）過程の後、通信体（２）
がＩＭＳＩクローン（１０３）に割り当てられており、該クローンがモバイル機器（１）
に記憶されたテンプレートＩＭＳＩ（１０１）に対応している場合には、モバイル機器の
ソフトウェア・アプリケーション（１１０）は、通信体（２）からＩＭＳＩクローン（１
０３）を離脱させる過程を指示することで、通信体（２）の記憶手段（２２）において、
登録済加入者のＳＩＭカード（１０）からコピーしたデータ（１０４）を削除できるよう
になっていることを特徴とする、請求項１～請求項７のいずれか一つに記載の方法。
【請求項９】
　モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４０）過程の後、通信体（２）
がいずれのテンプレートＩＭＳＩ（１０１）にも割り当てられていない場合には、ソフト
ウェア・アプリケーション（１１０）は、通信体（２）に対するＩＭＳＩクローン（１０
３）の割当てを確認（４３）する過程を指示し、この確認が、必要であれば、モバイル機
器（１）によって、通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）を伝送するリクエスト（４４）を送
信する結果となり、その後、通信体（２）が応答し、その記憶手段（２２）に記憶された
ＩＭＥＩ（２０）を、モバイル機器（１）に暗号化した形で送信する（４５）ことを特徴
とする、請求項１～請求項８のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１０】
　通信体（２）の記憶手段（２２）にＳＩＭカード（１０）からデータ（１０４）を記録
（５４）する過程の前に、その記憶手段（２２）に前もって記録されている可能性のある
データを削除する過程があってもよいことを特徴とする、請求項１～請求項９のいずれか
一つに記載の方法。
【請求項１１】
　通信体（２）の記憶手段（２２）にＳＩＭカード（１０）からデータ（１０４）を記録
（５４）する過程と、通信体（２）にＩＭＳＩクローン（１０３）を割り当てる（５０）
過程によって、事業者の通信網（３００）の上で通信体（２）を認証する標準的な過程を
利用することが可能になり、加入者の登録情報によって許可された通信を用いるようにな
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っていることを特徴とする、請求項１～請求項１０のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１２】
　登録済加入者の通信体（２）の記憶手段（２２）にあるＩＭＳＩクローン（１０３）に
関するデータを更新する過程も含んでおり、この更新が、必要であれば、加入者の登録情
報によって許可された通信を用いる場合に、事業者の通信網（３００）の上で通信体（２
）を認証する標準的な過程にしたがって、事業者用機器（３）の処理手段（３１）の制御
の下で、通信体（２）の記憶手段（２２）に新しいデータを書き込むことで構成されるこ
とを特徴とする、請求項１～請求項１１のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１３】
　登録済加入者の通信体（２）の記憶手段（２２）にあるＩＭＳＩクローン（１０３）に
関するデータを更新する過程が、登録済加入者によって開始されたモバイル機器（１）と
通信体（２）との間の相互識別（４０）を行う新たな過程にしたがって、登録済加入者の
モバイル機器（１）の処理手段（１１）の制御の下で、通信体（２）の記憶手段（２２）
に新しいデータを書き込むことからなることもできることを特徴とする、請求項１～請求
項１２のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１４】
　ＳＩＭカード（１０）から少なくとも一つの通信体（２）へ情報を安全に複製するため
のシステムであり、該システムは、無線電話網（３００）を介して少なくとも一つの事業
者用機器（３）に接続されているモバイル機器（１）と、ワイヤレス・ローカル・リンク
（３０）を介して接続されている少なくとも一つの通信体（２）を具備しており、該接続
は、これらの装置において、無線電話通信モジュール（１４、２４、３４）とワイヤレス
・ローカル・リンク通信モジュール（１４、２４、３４）が存在することによるものであ
って、モバイル機器（１）と通信体（２）がソフトウェア・アプリケーションを記憶する
手段（１１０、２１０）と、このアプリケーション（１１０、２１０）を実行する処理手
段（１１、２１）を含んでおり、該アプリケーションによって、それらと登録済加入者と
の相互運用性と双方向性が可能になり、通信体（２）の処理手段（２１）によって、モバ
イル機器（１）によって送信されたＩＭＥＩリクエストを受信するとすぐに、その記憶手
段（２２）に記憶された暗号化鍵（２０１）を用いて、その記憶手段（２２）に記憶され
たＩＭＥＩ（２０）を暗号化し、このＩＭＥＩ（２０）をモバイル機器（１）の処理手段
（１１）に暗号化して送信することが可能になり、モバイル機器（１）のこれらの処理手
段（１１）によってさらに、通信体の暗号化されたＩＭＥＩ（２０）と、モバイル機器（
１）のＳＩＭカード（１０）に記憶されたテンプレートＩＭＳＩ（１０１）とを関連づけ
てＳＩＭカード（１０）からのデータ（１０４）をクローン化するリクエスト（４６）と
し、このクローン化リクエスト（４６）を事業者用機器（３）に送信することができるよ
うになっていることを特徴としているシステム。
【請求項１５】
　少なくとも一つの事業者用機器（３）が記憶手段（３２）を含み、該記憶手段にさらに
、通信体の製造者によって届け出られ、事業者によって認可された通信体（２）に対応す
る複数のＩＭＥＩ（２０）と、届け出られたすべてのＩＭＥＩ（２０）に共通の復号化鍵
（２０１’）とが記憶されており、事業者用機器（３）の処理手段（３１）によって、一
方では、そのＳＩＭカード（１０）のデータ（１０４）のクローン化をリクエストしてい
るモバイル機器（１）から受信した通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）を認証する（４８）
ことと、他方ではＩＭＳＩのクローン（１０３）を生成することが可能になっており、該
クローンが通信体（２）に対するモバイル機器（１）のテンプレートＩＭＳＩ（１０１）
のコピーの割当てに対応し、該通信体のＩＭＥＩ（２０）がモバイル機器（１）のＳＩＭ
カード（１０）のデータ（１０４）をクローン化するリクエスト（４６）に関連づけられ
て受信されていることを特徴とする、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　事業者用機器（３）の記憶手段（３２）が、加入者の登録情報への割当てを待機してい
る複数の仮想ＩＭＳＩ（１０２）を含んでおり、事業者用機器（３）の処理手段（３１）
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によって、モバイル機器（１）のＳＩＭカード（１０）のデータ（１０４）をクローン化
するリクエスト（４６）がなされている間に、ＩＭＳＩクローン（１０３）を生成するこ
とが可能になっており、該ＩＭＳＩクローンが一方では、これらの仮想ＩＭＳＩ（１０２
）のうちの一つを、リクエスト（４６）を出しているモバイル機器（１）のテンプレート
ＩＭＳＩ（１０１）からコピーしたＩＭＳＩクローン（１０３）に変換したものに対応し
、他方では、ＩＭＳＩクローン（１０３）に割り当てられた通信体（２）のＩＭＥＩ（２
０）との関連づけに対応していることを特徴とする、請求項１４または請求項１５に記載
のシステム。
【請求項１７】
　モバイル機器（１）と通信体（２）の処理手段（１１、２１）が、モバイル機器（１）
による通信体（２）の記憶手段（２２）の制御を許可し、また、モバイル機器（１）のＳ
ＩＭカード（１０）からのデータ（１０４）のコピーを通信体（２）の記憶手段（２２）
に記録する（５４）ことを可能にすることを特徴とする、請求項１４～請求項１６のいず
れか一つに記載のシステム。
【請求項１８】
　事業者用機器（３）の処理手段（３１）が、モバイル機器（１）から受信したＩＭＥＩ
（２０）の完全性を確認し、該モバイル機器は、このＩＭＥＩによって識別される通信体
（２）の中にモバイル機器のＳＩＭカード（１０）のデータ（１０４）をクローン化する
リクエストを行っているものであり、該確認は、一方では、事業者用機器（３）の記憶手
段（３２）に記憶された復号化鍵（２０１’）を用いて、この受信されたＩＭＥＩ（２０
）を復号化することで行われ、他方では、この復号化されたＩＭＥＩ（２０）を、少なく
とも一つの事業者用機器（３）の記憶手段（３２）に記憶されている複数のＩＭＥＩ（２
０）と比較することによって行われることを特徴とする、請求項１４～請求項１７のいず
れか一つに記載のシステム。
【請求項１９】
　少なくとも一つの事業者用機器（３）の処理手段（３１）が、モバイル機器（１）のＳ
ＩＭカード（１０）のデータ（１０４）に変更がある場合に、ＩＭＳＩクローン（１０３
）に関するデータ（１０４）の更新を自動的に行うための手段と、新しいデータを、無線
電話網（３００）を介して通信体（２）の記憶手段（２２）に直接記録する手段とを含ん
でおり、該記録がこの記録を許可する通信体（２）の処理手段（２１）によって行われる
ことを特徴とする、請求項１４～請求項１８のいずれか一つに記載のシステム。
【請求項２０】
　モバイル機器（１）の処理手段（１１）が、モバイル機器（１）のＳＩＭカード（１０
）のデータ（１０４）に変更がある場合に、ＩＭＳＩクローン（１０３）に関するデータ
（１０４）の更新を自動的に行うための手段と、新しいデータを、無線電話網（３００）
またはワイヤレス・ローカル・リンク（３０）を介して、通信体（２）の記憶手段（２２
）に直接記録する手段とを含んでおり、該記録がこの記録を許可する通信体（２）の処理
手段（２１）によって行われることを特徴とする、請求項１４～請求項１９のいずれか一
つに記載のシステム。
【請求項２１】
　ＩＭＳＩクローン（１０３）が割り当てられている通信体（２）の処理手段（２１）が
、その記憶手段（２２）に記憶されたデータ（１０４）から、加入者の登録情報を使用で
きるようにするアプリケーションを実行することを特徴とする、請求項１４～請求項２０
のいずれか一つに記載のシステム。
【請求項２２】
　事業者用機器（３）の記憶手段（３２）に記憶された複数のＩＭＥＩ（２０）が、盗難
または紛失された通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）の取り扱いを可能にする情報と関連づ
けられ、少なくとも一つの事業者用機器（３）の処理手段（３１）が、必要であれば、モ
バイル機器（１）によって要求されている、盗難または紛失届けの出ているＩＭＥＩ（２
０）とＩＭＳＩクローン（１０３）とのいかなる関連づけも禁止するようになっているこ
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とを特徴とする、請求項１４～請求項２１のいずれか一つに記載のシステム。
【請求項２３】
　モバイル機器（１）と通信体（２）および事業者用機器（３）の中にあるワイヤレス・
ローカル・リンク（３０）通信モジュール（１４、２４、３４）がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）・トランシーバー・モジュールであることを特徴とする、請求項１４～請求項
２２のいずれか一つに記載のシステム。
【請求項２４】
　モバイル機器（１）と通信体（２）および事業者用機器（３）の中にある無線電話網（
３００）通信モジュール（１４、２４、３４）が、ＧＳＭ／ＤＣＳおよびＵＭＴＳ通信網
と互換性があることを特徴とする、請求項１４～請求項２３のいずれか一つに記載のシス
テム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関するものであり、特に、移動電話技術の分野に関するものである
。本発明はより明確には、登録済加入者が、物理的には一枚だけのＳＩＭ（加入者識別モ
ジュール）カードを持ちながら、様々な通信体を用いることを可能にするための方法と、
該方法を利用するためのシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　移動電話通信網は、登録済加入者に電話接続を供給する事業者を通じて運営されるもの
であり、該登録済加入者の識別情報（ＩＭＳＩ、国際移動電話加入者識別情報）、登録簿
番号およびプロフィールは、事業者の公称的なローカライゼーション・レジスター（ＨＬ
Ｒ、ホーム・ロケーション・レジスター）および認証センターに記録される。加入者はモ
バイル機器を有しており、該モバイル機器は、シリアル・ナンバー（ＩＭＥＩ、国際モバ
イル機器識別番号）で識別されるものであって、ＳＩＭカードを含んでおり、該ＳＩＭカ
ードの中に、さらに登録済加入者のＩＭＳＩが記憶されている。登録済加入者が事業者の
通信網を用いるとき、加入者のＳＩＭカードに記憶されたＩＭＳＩは自分のモバイル機器
によって、ＩＭＳＩの有効性を確認するために認証センターに送られ、そして、加入者の
登録情報のプロフィールとステータスの確認のために事業者のＨＬＲデータベースに送ら
れる。モバイル機器の作動は、ＳＩＭカードに関連づけられた暗号の入力によって調整さ
れる。したがって、ＳＩＭカードを用いると、モバイル機器レベルと通信網レベルでの認
証によって、事業者の通信網のユーザーによって登録された通りの登録情報を安全に用い
ることが可能である。それにより、登録情報の加入者によってなされた通信量を計算し、
この加入者に請求を出すことができる。しかしながら、この操作は、加入者が自分の登録
情報を用いるためにモバイル機器と互換性のあるＳＩＭカードを用いることを要求する。
加入者が自分のものとは異なるモバイル機器を用いたければ、加入者はＳＩＭカードを自
分のモバイル機器から抜き取ることで、それを他の通信体に入れなければならないのだが
、ただし、これは後者の通信体がＳＩＭカードで作動することを条件としている。登録済
加入者が同時に通信を行う複数の通信体を用いる可能性を望むなら、加入者は自分の事業
者に複数の「双子の」ＳＩＭカードを求めなければならないことになる。ＳＩＭカードの
それぞれに関連づけられた複数のＩＭＳＩは、加入者の登録情報と結びついたものである
ことが必要となり、該加入者は、通信体と同じ数だけのＳＩＭカードを持たなければなら
なくなる。したがってこれらの解決策は、事業者にとっても登録の加入者にとっても、高
くつき、利用するにはあまり実用的ではないという欠点を有している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の第一の目的は、ＳＩＭカードから少なくとも一つの通信体へと情報を複製する
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安全化された方法を提案することによって、先行技術のいくつかの欠点を克服し、その結
果、登録済加入者が自分の通信体とは区別される少なくとも一つの通信体を用いることが
できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、ＳＩＭカードから、ワイヤレス・ローカル・リンクを介してモバイル機器
と通信している少なくとも一つの通信体へ、情報の少なくとも一部を安全に複製する安全
化された方法によって達成されるものであり、該方法は、無線電話網を介して、および／
または、ワイヤレス・ローカル・リンクを介して互いに接続されているモバイル機器と、
少なくとも一つの事業者用機器と、少なくとも一つの通信体によって実施されることと、
－モバイル機器と通信体との間の相互識別を行い、そして、暗号化された形で通信体の記
憶手段に記憶されたＩＭＥＩシリアル・ナンバーを、通信体の処理手段によって、モバイ
ル機器の処理手段に送信する過程と、
－モバイル機器によって通信体のＩＭＥＩを受信し、そして、少なくとも一つの事業者用
機器の処理手段に、モバイル機器の処理手段によって、モバイル機器のＳＩＭカードに関
連づけられたテンプレートＩＭＳＩをクローン化するリクエストを送信し、該リクエスト
にはデータが割り当てられることになっている通信体のＩＭＥＩが暗号化された形で伴っ
ている過程と、
－クローン化リクエストを事業者用機器の処理手段によって受信し、該処理手段が、事業
者用機器の記憶手段を照会することで、受信したテンプレートＩＭＳＩの認証と、通信体
のＩＭＥＩの認証を実行する過程、
を含んでいることを特徴としている。
【０００５】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器のテンプレートＩＭＳＩを認証し、通信体の暗
号化されたＩＭＥＩを認証する過程の後、ＩＭＳＩとＩＭＥＩの中で少なくとも一つの識
別子が認証されなければ、事業者用機器の処理手段は、クローン化を拒絶するメッセージ
をモバイル機器の処理手段に送信する過程を実行し、該処理手段がそれから、登録済加入
者にモバイル機器と通信体との間の相互識別に戻ることを指示する。
【０００６】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器のテンプレートＩＭＳＩを認証し、通信体の暗
号化されたＩＭＥＩを認証する過程の後、ＩＭＳＩとＩＭＥＩが両方とも認証されると、
本方法は、
－事業者用機器の記憶手段において、通信体のＩＭＥＩと、モバイル機器のＳＩＭカード
に対応するテンプレートＩＭＳＩとが関連づけられたＩＭＳＩクローンを生成し、そして
モバイル機器に、そのＳＩＭカードから通信体の記憶手段にデータをコピーする許可を送
信する過程と、
－モバイル機器によってデータをコピーする許可を受信し、そして、ＳＩＭカードからの
データを、モバイル機器の処理手段により、通信体の処理手段にコピーして送信する過程
と、
－通信体の処理手段によってＳＩＭカードからのデータを受信し、そして、これらのデー
タを通信体の記憶手段に記録する過程、
にしたがって続行される。
【０００７】
　もう一つの特徴によると、本方法は事業者から合意を得るという予備過程を含んでおり
、該過程は、少なくとも一つの事業者用機器の記憶手段に、一方では加入者の登録情報へ
の割当てを待機している複数の仮想ＩＭＳＩを、他方では通信体の製造者によって届け出
られ、事業者によって認可された通信体に対応する複数のＩＭＥＩシリアル・ナンバーと
、届け出られたすべての通信体に共通の復号化鍵とを記録することからなり、通信体のＩ
ＭＥＩを認証する過程は、記憶された復号化鍵を用いて受信したＩＭＥＩを復号化し、そ
れを事業者用機器の記憶手段に記憶された複数のＩＭＥＩと比較することからなり、通信
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体のＩＭＥＩとテンプレートＩＭＳＩが関連づけられているＩＭＳＩクローンを生成する
過程は、認証センターを照会することでテンプレートＩＭＳＩを認証した後、クローン化
が許可されているかどうかを判断するために、テンプレートＩＭＳＩと関連づけられた登
録プロフィールを確認することからなり、必要があれば、事業者用機器の記憶手段に登録
済加入者のテンプレートＩＭＳＩのクローンとして仮想ＩＭＳＩのうちの一つを割り当て
、認証された通信体のＩＭＥＩをクローンになっているこの仮想ＩＭＳＩに関連づけるこ
とからなる。
【０００８】
　もう一つの特徴によると、本方法の少なくともいくつかの過程は登録済加入者によって
、モバイル機器と通信体の中にある入力手段および表示手段を用いて制御することができ
るのだが、該入力手段および表示手段は、登録済加入者に、モバイル機器と通信体の処理
手段で実行されるソフトウェア・アプリケーションとの双方向性を与えることで、それら
の相互運用性を実現するようになっている。
【０００９】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体との相互識別を行う過程は、ワイヤレ
ス・ローカル・リンク・モジュールを装備した装置間の検出プロトコルに基づいており、
該過程は、スレーブ・モジュールを探してマスター・モジュールの有効エリアをスキャン
することからなり、その結果、それぞれマスター・モードとスレーブ・モードであるそれ
ぞれのワイヤレス・ローカル・リンク・モジュールにより、モバイル機器によって通信体
を検出する結果となるのだが、この検出の後、モバイル機器によって通信体に、登録済加
入者のものである可能性があるＩＭＳＩに対する通信体の割当て状況についてのレポート
・リクエストが送信される。
【００１０】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体との間の相互識別過程の後、通信体が
ＩＭＳＩクローンに割り当てられており、該クローンがモバイル機器に記憶されたテンプ
レートＩＭＳＩに対応していない場合には、モバイル機器のソフトウェア・アプリケーシ
ョンが、モバイル機器と通信体との間の相互識別過程に戻ることを指示することで、前も
って通信体が割り当てられている登録済加入者のテンプレート１ＭＳＩに対応していない
モバイル機器が、この割当てにおいてどのような変更を加えることも妨げるようになって
いる。
【００１１】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体との間の相互認証過程の後、通信体が
ＩＭＳＩクローンに割り当てられており、該クローンがモバイル機器に記憶されたテンプ
レートＩＭＳＩに対応している場合には、モバイル機器のソフトウェア・アプリケーショ
ンは、ＩＭＳＩクローンを通信体から離脱させる過程を指示することで、通信体の記憶手
段において、登録済加入者のＳＩＭカードからコピーされたデータを削除できるようにな
っている。
【００１２】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体との間の相互認証過程の後、通信体が
いずれのテンプレートＩＭＳＩにも割り当てられていない場合には、ソフトウェア・アプ
リケーションは、通信体に対するＩＭＳＩクローンの割り当てを確認する過程を指示し、
この確認が、必要であれば、モバイル機器によって、通信体のＩＭＥＩの伝送リクエスト
を送信する結果となり、その後、通信体が応答し、その記憶手段に記憶されたＩＭＥＩを
暗号化した形でモバイル機器に送信する。
【００１３】
　もう一つの特徴によると、ＳＩＭカードから通信体の記憶手段にデータを記録する過程
の前に、その記憶手段に事前に記録されている可能性のあるデータを削除する過程を行う
こともできる。
【００１４】
　もう一つの特徴によると、ＳＩＭカードから通信体の記憶手段にデータを記録する過程
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と、通信体にＩＭＳＩクローンを割り当てる過程とによって、事業者の通信網上で通信体
を認証する標準的な過程を利用することが可能になり、加入者の登録情報によって許可さ
れた通信を用いるようになっている。
【００１５】
　もう一つの特徴によると、本方法はまた、登録済加入者の通信体の記憶手段にあるＩＭ
ＳＩクローンに関するデータを更新する過程も含んでおり、この更新は、事業者の通信網
上で通信体を認証する標準的な過程にしたがって、加入者の登録情報によって許可された
通信を用いるとき、必要であれば、事業者用機器の処理手段の制御の下で、通信体の記憶
手段に新しいデータを書き込むことで構成される。
【００１６】
　もう一つの特徴によると、登録済加入者の通信体の記憶手段においてＩＭＳＩクローン
に関するデータを更新する過程は、登録済加入者によって開始された、モバイル機器と通
信体との間の相互識別を行う新たな過程にしたがって、登録済加入者のモバイル機器の処
理手段の制御の下で、通信体の記憶手段に新しいデータを書き込むことで構成することも
できる。
【００１７】
　本発明の第二の目的は、ＳＩＭカードから少なくとも一つの通信体へ情報を複製するた
めの安全化されたシステムを提案することで、先行技術のいくつかの欠点を克服し、登録
済加入者が、自分のモバイル機器とは区別される少なくとも一つの通信体を、通信体の使
用を安全にするための二枚目のＳＩＭカードを必要とすることなく用いることを可能にす
ることである。
【００１８】
　この目的は、ＳＩＭカードから少なくとも一つの通信体へと情報を安全に複製する安全
化されたシステムによって達成されるのだが、該システムは、無線電話網を介して少なく
とも一つの事業者用機器に接続されているモバイル機器と、ワイヤレス・ローカル・リン
クを介してモバイル機器に接続されている少なくとも一つの通信体を具備しており、該接
続は、これらの装置において、無線電話通信モジュールとワイヤレス・ローカル・リンク
通信モジュールの存在によるものであって、モバイル機器と通信体が、ソフトウェア・ア
プリケーションを記憶する手段と、このアプリケーションを実行する処理手段を含んでお
り、該アプリケーションによって、それらと登録済加入者との相互運用性と双方向性が可
能になり、通信体の処理手段によって、モバイル機器によって送信されたＩＭＥＩリクエ
ストを受信するとすぐに、その記憶手段に記憶された暗号化鍵を用いて、その記憶手段に
記憶されたＩＭＥＩを暗号化し、このＩＭＥＩをモバイル機器の処理手段に暗号化して送
信することが可能になっており、モバイル機器のこれらの処理手段によってさらに、通信
体の暗号化されたＩＭＥＩと、モバイル機器のＳＩＭカードに記憶されたテンプレートＩ
ＭＳＩを関連づけてＳＩＭカードからのデータをクローン化するリクエストとし、このク
ローン化リクエストを事業者用機器に送信できるようになっていることを特徴としている
。
【００１９】
　もう一つの特徴によると、少なくとも一つの事業者用機器は記憶手段を含み、該記憶手
段にはさらに、通信体の製造者によって届け出られ、事業者によって認可されている通信
体に対応する複数のＩＭＥＩと、届け出られたすべてのＩＭＥＩに共通の復号化鍵が記憶
されており、事業者用機器の処理手段によって、一方では、そのＳＩＭカードのデータの
クローン化をリクエストしているモバイル機器から受信した通信体のＩＭＥＩを認証する
ことと、他方では、ＩＭＳＩクローンを生成が可能になっており、該ＩＭＳＩクローンは
モバイル機器のテンプレートＩＭＳＩのコピーの、通信体への割当てに対応し、該通信体
のＩＭＥＩは、モバイル機器のＳＩＭカードのデータをクローン化するリクエストに関連
して受信されているものである。
【００２０】
　もう一つの特徴によると、事業者用機器の記憶手段は、加入者の登録情報への割当てを
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待機している複数の仮想ＩＭＳＩを含んでおり、事業者用機器の処理手段によって、モバ
イル機器のＳＩＭカードのデータをクローン化するリクエストがなされている間にＩＭＳ
Ｉクローンを生成できるようになっており、該ＩＭＳＩクローンは、一方では、これらの
仮想ＩＭＳＩの一つを、リクエストを出しているモバイル機器のテンプレートＩＭＳＩか
らコピーしたＩＭＳＩクローンに変換したものに対応し、他方では、ＩＭＳＩクローンに
割り当てられた通信体のＩＭＥＩの関連づけに対応している。
【００２１】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体の処理手段が、モバイル機器による通
信体の記憶手段の制御を許可し、また、モバイル機器のＳＩＭカードからのデータのコピ
ーを、通信体の記憶手段に記録することを可能にする。
【００２２】
　もう一つの特徴によると、事業者用機器の処理手段は、モバイル機器から受信したＩＭ
ＥＩの完全性を確認し、このＩＭＥＩによって識別される通信体の中に、モバイル機器の
ＳＩＭカードのデータをクローン化するリクエストを行っているものであり、該確認は、
一方では、事業者用機器の記憶手段に記憶された復号化鍵を用いて、この受信されたＩＭ
ＥＩを復号化することで行われ、他方では、この復号化されたＩＭＥＩを、少なくとも一
つの事業者用機器の記憶手段に記憶されている複数のＩＭＥＩと比較することによって行
われる。
【００２３】
　もう一つの特徴によると、少なくとも一つの事業者用機器の処理手段は、モバイル機器
のＳＩＭカードのデータに変化がある場合に、ＩＭＳＩクローンに関するデータの更新を
自動的に行う手段と、新しいデータを、無線電話網を介して通信体の記憶手段に直接記録
する手段を含んでおり、該記録は、この記録を許可する通信体の処理手段によって行われ
る。
【００２４】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器の処理手段は、モバイル機器のＳＩＭカードの
データに変化がある場合に、ＩＭＳＩクローンに関するデータの更新を自動的に行う手段
と、新しいデータを、無線電話網またはワイヤレス・ローカル・リンクを介して、通信体
の記憶手段に直接記録する手段を含んでおり、該記録は、この記録を許可する通信体の処
理手段によって行われる。
【００２５】
　もう一つの特徴によると、ＩＭＳＩクローンが割り当てられている通信体の処理手段は
、その記憶手段に記録されたデータから加入者の登録情報を用いることを可能にするアプ
リケーションを実行する。
【００２６】
　もう一つの特徴によると、事業者用機器の記憶手段に記憶された複数のＩＭＥＩは、盗
難または紛失された通信体のＩＭＥＩの取り扱いを可能にする情報と関連づけられており
、少なくとも一つの事業者用機器の処理手段は、必要であれば、紛失または盗難届けの出
ているＩＭＥＩと、モバイル機器に要求されるＩＭＳＩとのいかなる関連づけも禁止する
。
【００２７】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体および事業者用機器の中にあるワイヤ
レス・ローカル・リンク通信モジュールは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）トランシー
バー・モジュールである。
【００２８】
　もう一つの特徴によると、モバイル機器と通信体および事業者用機器の中にある無線電
話網通信モジュールは、ＧＳＭ／ＤＣＳおよびＵＭＴＳ通信網と互換性がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明のその他の特徴と利点は、添付図面を参照しつつ以下の説明を読むことによって
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さらに明らかになっていくものであり、該添付図面において、
－図１は、本発明による方法の過程のフローチャートを示しており、
―図２は、本発明によるシステムのフローチャートを示しており、
－図３は、本発明によるシステムによって利用されている、本発明による方法の過程のフ
ローチャートである。
【００３０】
　本発明は、情報（１０４）の少なくとも一部をＳＩＭカード（１０）から少なくとも一
つの通信体（２）に複製するための安全化された方法に関するものである。本発明はまた
、この方法を利用するためのシステムにも関するものである。本発明によるシステムは、
例えば移動電話のようなモバイル機器（１）と、例えば一つまたは複数の移動電話または
その他の一つまたは複数のＰＤＡ（個人情報端末）のような通信体（２）、および、少な
くとも一つの事業者用機器（３）で構成される。事業者用機器（３）という用語の下では
、所与の事業者の機器全体（認証センター、公称的なローカライゼーション・レジスター
等）が考慮されるものであり、該機器によって事業者の有効エリアにおける移動電話の識
別と接続が可能になっている。実際には、互いに通信するいくつかの機器で構成される通
信網であることは明らかだが、簡潔のために、該機器は単一の端末であると考えられるも
のとする。事業者の通信網は、中央端末と共にリレー式に組織されており、該中央端末に
おいて、データベースによって接続をリクエストしている移動電話の識別が可能になって
いる。既に説明したように、認証センター（３２１）にあるいくつかのデータベースによ
り、移動電話によって通信されている、確認すべきＩＭＳＩ（１０１）の有効性を確認す
ることができる。ＨＬＲ端末（３２２）にあるその他のデータベースによって、通信網と
通信している電話事業者の様々な加入者の登録情報のプロフィール（１０１’）を記憶す
ることができる。ここでは、プロフィール（１０１’）はＩＭＳＩ（１０１）で識別され
る、加入者によって登録されたサービス全体に対応している。本発明によるシステムは複
数のＩＭＥＩ（２０）を記憶するための予備のデータベース（３２３）を含んでおり、該
ＩＭＥＩは、たとえば通信体のシリアル・ナンバーなどであり、該通信体は、たとえば製
造者によって届け出られ、事業者によって認可された移動電話などである。そのとき、こ
のデータベース（３２３）を用いることで、紛失または盗難された通信体を取り扱うこと
ができ、また該データベースによって、事業者は紛失または盗難届けの出ている装置の使
用を禁止することができる。また、このデータベース（３２３）により、後述するように
、登録情報への割当てを待機している複数の仮想ＩＭＳＩ（１０２）の記憶が可能になる
。したがって、本発明による事業者用機器（３）は、特定の記憶手段（３２）と特定の処
理手段（３１）を含んでいることで、記憶されており、本発明による方法の利用を要求す
るモバイル機器に送信される情報を取扱うようになっている。
【００３１】
　本発明による方法を利用するには、端末の通信網を組織することになる事業者と事前に
合意することが必要であり、該合意によって、後述するように、モバイル機器（１）のＩ
ＭＳＩ（１０１）とＩＭＥＩ（２０）の認証、あるいは、データベース（３２３）におけ
るＩＭＳＩクローン（１０３）の生成などの様々な過程が可能になる。この事業者との合
意は主に、少なくとも一つの事業者用機器（３）の記憶手段（３２）に記憶されているデ
ータベース（３２３）に、一方では、加入者の登録情報への割当てを待機している複数の
仮想ＩＭＳＩ（１０２）を、そして他方では、通信体の製造者が届け出て、事業者が認可
した通信体（２）に対応する複数のシリアル・ナンバーＩＭＥＩ（２０）、並びに、届け
出られた通信体のすべてのＩＭＥＩに共通の復号化鍵（２０１’）を記録することからな
る。先行技術によって既に知られているように、通信網全体に、認証コードやシリアル・
ナンバーなどの注意を要する情報を送信することは、しばしば暗号化された形で行われる
ということに注意すべきである。ＩＭＥＩの暗号化、それらの暗号化鍵および復号化鍵に
ついては詳述しないこととする。また、復号化が複数の復号化鍵（単一の共通鍵の代わり
に）によって達成できることは明らかであり、各復号化鍵は、たとえば一つの識別子によ
って一つの暗号化鍵と関連づけられている。
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【００３２】
　本発明による方法とシステムによって、たとえば、登録済加入者は、自分の移動電話の
ＳＩＭカード（１０）に記憶された情報（１０４）を、別の電話に安全に複製することが
できる。このように、登録済加入者は、単一の登録情報と単一のＳＩＭカード（１０）を
持つだけである一方で、いくつかのさまざまな装置の上で、自分の加入したすべてのサー
ビスを使用することができる。同様に、単一登録のサービスを、複数の人々が様々な装置
で同時に利用することもできる。ＳＩＭカード（１０）に記憶された情報（１０４）は、
加入した登録情報に関連づけられたＩＭＳＩ（１０１）だけではなく、例えば電話帳のよ
うなさまざまな情報にも関するものである。この情報については詳述しないこととするが
、本発明による方法とシステムによって、その情報の全部または一部の複製を加入者の選
択にしたがって行うことができることは明らかである。
【００３３】
　ここで説明する実施態様においては、ＳＩＭカード（１０）に記憶されたデータ（１０
４）の複製は、一方では、加入者のモバイル機器（１）を、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）タイプのワイヤレス・ローカル・リンク（３０）を介して通信体（２）と通信
させることによって、他方では、加入者のモバイル機器（１）を、例えばＧＳＭ／ＤＣＳ
またはＵＭＴＳタイプの無線電話通信網を介して事業者用機器と通信させることによって
行われる。本発明による方法とシステムによって、少なくともシステムの構成装置間で用
いられる通信のタイプに関しては、他の実施態様も可能であることは明らかである。
【００３４】
　登録済加入者が自分のＳＩＭカード（１０）の情報を安全に複製しようとするとき、該
登録済加入者は自分のモバイル機器（１）を用いて本方法の過程を開始するのだが、該モ
バイル機器の処理手段（１１）はソフトウェア・アプリケーション（１１０）を実行する
ことで、モバイル機器（１）に、事業者用機器（３）と、データが複製されることになる
通信体（２）との相互運用性をもたせるようになっている。通信体（２）の処理手段（２
１）は同様のソフトウェア・アプリケーション（２１０）を実行する。また、事業者用機
器（３）の処理手段（３１）は、モバイル機器（１）の処理手段（１１）で実行されるア
プリケーション（１１０）との対話を可能にするように適合化されている。モバイル機器
（１）のこのアプリケーション（１１０）により、加入者はまた、モバイル機器（１）の
中にある入力および表示手段（１３）を用いた双方向性によって、本方法の過程の幾つか
を制御できるようになっている。例えば、特定のメニューを選択することによって、加入
者はアプリケーション（１１０）を起動し、該アプリケーションは本方法の第一の過程を
開始し、モバイル機器（１）と通信体（２）との相互識別（４０）を行えるようにする。
モバイル機器（１）と通信体（２）との間で相互識別（４０）を行うこの過程は、例えば
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）タイプのワイヤレス・ローカル・リンク（３０）モジュ
ール（１４、２４）を装備した装置間の検出プロトコルに基づいている。これらのプロト
コルにしたがって、一つの装置はマスター・モードで作動し、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）・トランシーバー・モジュール（１４）によって伝送される有効エリア（３０）を
スキャンすることで、その中で、同様にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）・トランシーバ
ー・モジュールを備え、スレーブ・モードで作動している装置があれば検出するようにな
っている。マスター・デバイスは、スレーブ・デバイスによって行われる通信と動作を制
御する。通信体（２）とモバイル機器（１）に、ワイヤレス・ローカル・リンク（３０）
・Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）・モジュール（それぞれ２４、１４）が、それぞれス
レーブ・モード（２４）とマスター・モード（１４）で存在していることにより、両方の
装置の間での相互認証（４０）が可能になる。加入者がモバイル機器（１）において本方
法の過程を開始すると、該モバイル機器は自動的に通信体（２）を検出するマスター・モ
ードに切り替わるのだが、該通信体（２）は、例えば入力および表示手段（２３）を通し
て、スレーブ・モードで作動するように前もってパラメーター化されることになっている
。モバイル機器（１）による通信体（２）のこの検出（４０）は、モバイル機器（１）に
よって通信体（２）へ、登録済加入者のものである可能性があるＩＭＳＩに対する通信体
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（２）の割当て状況についてのレポート・リクエスト（４１）を送信する結果となる。そ
こで、通信体（２）は可能性のあるＩＭＳＩに対するその割当て状況のレポート（４２）
を送り返す。通信体（２）が既にＩＭＳＩクローン（１０３）に割り当てられており、該
クローンが登録済加入者のモバイル機器（１）に記憶されているテンプレートＩＭＳＩ（
１０１）に対応していなければ、モバイル機器（１）のソフトウェア・アプリケーション
（１１０）は、モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４０）過程に戻る
ことを指示する。このように、モバイル機器（１）が通信体（２）の割当てにおいて、ど
のような変更を行うことも妨げられ、該モバイル機器の１ＭＳＩ（１０１）は、通信体（
２）が前もって割り当てられているＩＭＳＩには対応しないようになっている。通信体（
２）がＩＭＳＩクローン（１０３）に割り当てられており、該クローンが登録済加入者の
モバイル機器（１）に記憶されたテンプレートＩＭＳＩ（１０１）に対応している場合に
は、ソフトウェア・アプリケーション（１１０）が、通信体（２）からＩＭＳＩクローン
（１０３）を離脱させる過程を指示することで、通信体（２）の記憶手段（２２）におい
て、登録済加入者のＳＩＭカード（１０）からコピーされたデータ（１０４）を削除する
ことが可能になる。通信体（２）がいずれのテンプレートＩＭＳＩ（１０１）にも割り当
てられていない場合には、ソフトウェア・アプリケーション（１１０）は、ＩＭＳＩクロ
ーン（１０３）が通信体（２）に割り当てられていることを確認する過程（４３）を指示
する。加入者がこの選択を確認すると、該加入者のモバイル機器（１）は、通信体（２）
のＩＭＥＩ（２０）を伝送するリクエスト（４４）を送信する。そのとき通信体（２）は
、例えば記憶手段（２２）におけるＲＯＭタイプのような非揮発性メモリ（２２１）に記
憶されたＩＭＥＩ（２０）を、暗号化した形で送信（４５）することで応答する。通信体
（２）のＩＭＥＩ（２０）を受信するとすぐに、モバイル機器（１）の処理手段（１１）
は、事業者用機器（３）の処理手段（３１）に暗号化された形で、モバイル機器（１）の
ＳＩＭカード（１０）に記憶されたデータ（１０４）をクローン化するリクエスト（４６
）を送信するのだが、該リクエストは、ＳＩＭカード（１０）と、データ（１０４）が割
り当てられることになっている通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）とに関連づけられたテン
プレートＩＭＳＩ（１０１）を伴っている。クローン化リクエスト（４６）を事業者用機
器の処理手段（３１）によって受信するとすぐに、事業者用機器（３）の記憶手段（３２
）を照会することで、受信したテンプレートＩＭＳＩ（１０１）の認証（４７）と、通信
体（２）のＩＭＥＩ（２０）の認証（４８）が可能になる。上記で紹介したように、この
照会は、事業者用機器の処理手段（３１）と、受信したＩＭＳＩとＩＭＥＩの認証を行う
ためのリモート・データベース（３２１、３２２）との間における対話によって構成する
ことができる。通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）を認証する過程（４８）は、記憶されて
いる暗号化鍵（２０１）によって受信したＩＭＥＩ（２０）を復号化し、それを、事業者
用機器（３）の記憶手段（３２）に記憶された複数のＩＭＥＩ（２０）と比較することで
構成することができる。テンプレートＩＭＳＩを認証する過程（４７）は、受信したテン
プレートＩＭＳＩ（１０１）の有効性を確認するために、データベース（３２１）または
認証センターを照会することで行われる。次に、受信したテンプレートＩＭＳＩ（１０１
）によって、クローン化が許可されているかどうかを判断するために、テンプレートＩＭ
ＳＩ（１０１）に関連づけられた登録プロフィール（１０１’）を確認することが可能に
なる。加入者の登録情報が受信したテンプレートＩＭＳＩ（１０１）のクローン化を許可
していることをプロフィール（１０１’）が示せば、事業者用機器（３）の処理手段（３
１）は、ＩＭＳＩクローン（１０３）を生成する過程（５０）を実行し、該クローンには
、通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）とテンプレートＩＭＳＩ（１０１）が割り当てられる
。この過程は、登録済加入者のテンプレートＩＭＳＩ（１０１）のクローン（１０３）を
、事業者用機器（３）の記憶手段（３２）に記憶された仮想ＩＭＳＩ（１０２）の一つに
割り当て（５０）、そして、認証された通信体（２）のＩＭＥＩ（２０）をこのＩＭＳＩ
クローン（１０３）に関連づけることで構成される。加入したサービスがクローン化を許
可しなければ、例えばクローン化を拒絶するメッセージが、事業者用機器（３）によって
モバイル機器（１）に送信され、該モバイル機器のアプリケーション（１１０）は、例え
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ば、登録済加入者に補完サービスへの加入が必要であることを知らせる。プロフィール（
１０１’）がクローン化を許可していれば、クローン化を確認するメッセージ（５１）が
事業者用機器（３）によってモバイル機器（１）へ送信される。モバイル機器（１）によ
ってクローン化の確認が受信されるとすぐに、アプリケーション（１１０）はＳＩＭカー
ド（１０）からデータ（１０４）のコピー（５２）を行い、それらのデータ（１０４）を
通信体（２）の処理手段（２１）で実行されるアプリケーション（２１０）に送信する（
５３）のだが、該通信体は、通信体（２）の記憶手段（２２）における、例えばＲＡＭ（
ランダム・アクセス・メモリ）タイプのような揮発性メモリ（２２２）にそれらのデータ
（１０４）を記録する（５４）。データ（１０４）を通信体（２）のＲＡＭメモリ（２２
２）に記録するこの過程（５４）の前に、前もって記憶されている可能性のあるデータを
削除する過程を行うこともある。これらのデータ（１０４）が記録されるとすぐ、通信体
（２）は、登録済加入者のプロフィール（１０１’）を使用できるようになり、そして該
通信体に割り当てられたＩＭＳＩクローン（１０３）は、事業者のデータベース（３２１
、３２２、３２３）の体系的な同期化によって認証センター（３２１）に識別されること
になる。
【００３５】
　本発明による方法によってまた、登録済加入者のプロフィール（１０１’）に変更があ
る場合に、登録済加入者の通信体（２）の記憶手段（２２）にあるＩＭＳＩクローン（１
０３）に関するデータを更新することも可能になる。事業者のデータベース（３２１、３
２２、３２３）の間の体系的な同期化によって、データベース（３２３）は更新の必要性
を自動的に検出する。この更新は、加入者の登録情報に対して許可された通信を用いる場
合に、事業者の通信網（３００）において通信体（２）を認証する標準的な過程にしたが
って、事業者用機器（３）の処理手段（３１）の制御の下で、通信体（２）の記憶手段（
２２）に新しいデータを書き込むことで構成される。この書き込みは、ＯＴＡ（Ｏｖｅｒ
　Ｔｈｅ　Ａｉｒ）（登録商標）技術のタイプ、あるいは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）のようなローカル・ワイヤレス・リンク・タイプの遠隔通信によって行うことができ
る。考えられるもう一つの実施態様においては、登録済加入者の通信体（２）の記憶手段
（２２）にあるＩＭＳＩクローン（１０３）に関するデータを更新する過程はまた、登録
済加入者によって開始された、モバイル機器（１）と通信体（２）との間の相互識別（４
０）を行う新たな過程にしたがって、登録済加入者のモバイル機器（１）の処理手段（１
１）の制御の下で、通信体の記憶手段（２２）に新しいデータを書き込むことで構成する
こともできる。
【００３６】
　当業者には明らかではあるが、本発明は、特許請求されている本発明の適用分野を逸脱
しない限り、他の多くの特徴的な形態での実施態様が可能である。したがって、本実施態
様は例示として捉えられるべきであり、引用請求項の範囲によって定義された範囲の中で
変更することができ、本発明は以上の詳細に限定されるべきものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明による方法の過程のフローチャートを示す図である。
【図２】本発明によるシステムのフローチャートを示す図である。
【図３】本発明によるシステムに利用されている、本発明による方法の過程のフローチャ
ートを示す図である。
【符号の説明】
【００３８】
１　　　　モバイル機器
１０　　　ＳＩＭカード
１０１　　ＩＭＳＩ
１０１’　プロフィール
１０２　　仮想ＩＭＳＩ
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１０３　　ＩＭＳＩクローン
１０４　　情報
１１　　　処理手段
１１０　　ソフトウェア・アプリケーション
１３　　　入力・表示手段
１４　　　モジュール
２　　　　通信体
２０　　　ＩＭＥＩ
２０１　　暗号化鍵
２０１’　復号化鍵
２１　　　処理手段
２１０　　ソフトウェア・アプリケーション
２２　　　記憶手段
２２１　　非揮発性メモリ
２３　　　入力・表示手段
２４　　　モジュール
３　　　　事業者用機器
３１　　　処理手段
３２　　　記憶手段
３２１　　認証センター
３２２　　ＨＬＲ端末
３２３　　データベース
３０　　　ワイヤレス・ローカル・リンク
３００　　無線電話網

【図１】 【図２】
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